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   特集に寄せて 
主席研究員 川井 真 

 平成27年度ＪＡ共済総研セミナーにおける公

開研究会は、新たなコミュニティ創りが21世紀

の日本の課題であるという視座に立ち、そのよ

うなコミュニティの内部に「縮小しながら発展

する未来」の姿を映し出そうとする、かなり冒

険的な企画であった。あえて結論は用意せず、

まさに「語りえないことは沈黙しなければなら

ない」
１

ことも覚悟の上で、言語ゲーム
２

ともい

える筋書きのないドラマが、緊張感を伴いなが

ら展開されることになった。期待に反すること

なく話題は時
と

間
き

を遡り、そのまなざし
．．．．

も、政治

や経済のみならず文化や心的な世界にまで向け

られ、学問の境界領域を縦横無尽に飛び回るよ

うな自由奔放な対話が、壇上で行われた。その

なかに見えてきたのは、まさに「サステナビリ

ティ自然学」ともいえる学際的もしくは超学的

な学問の萌芽であった。 

 公開研究会における話題の中心をなし、全体

を貫いていたのは「閉じて開く」という抽象概

念である。この概念を基軸に、人間の意識の問

題から個人と社会の関係、そしてコミュニティ

と国ひいては世界との関係を、できるかぎり丁

寧に描き出し、ディスカッションを通じて整理

していこうとしたのである。 

 ディスカッションにおける話題が新たな展開

をみせたのは、「家族」というキーワードから

「私有」という問題が提起されたことがきっか

けである。これが議論を深化させるターニング

ポイントになった。なるほど「閉じて開く」と

いう観点から眺めれば「家」と「家族」という

テーマも興味深い。主に血縁関係者を中心に構

成される「家族」という集団が最小単位のコミ

ュニティであるとするならば、「家」はそのコミ

ュニティの象徴であり活動の拠点である。そこ

は「閉じた場所」であるが、コミュニティの成

員たちは「家」があるからこそ開かれている。

そして以前は「家」そのものが、物理的・空間

的に地域社会に開かれていた。しかし現代にお

いては、「家」と「家族」は地域社会から分断さ

れ「閉じる」方向へと進んでいる。さらに社会

の高齢化にともない独居の問題も顕在化しはじ

めている。そこに「私有」という「閉じた資本」

が存在するのであり、「縮小しながら発展する

未来」を展望する際には、「私有」に関する問題

は、避けて通ることのできない重要なテーマに

なる可能性がある。ただし、「私有」と「公共」

に関しては、結論を安易に引き出して拙速な対

応を求めるのはとても危険である。したがって、

多角的かつ学際的な議論を重ねながら、慎重な

取り扱いをすべきであろう。しかし、この論点

を入口にすべての問題が結びついていくことに

なった。 

 「私有」と「公共」もしくは「公有」の間に

は「シェア」という概念も存在する。中沢新一

先生が例に挙げた「綾部市」の事例、それはヒ

ューマニズムとコスモロジーの融合であり、現

代資本主義の内部に贈与的なもの――ある種の

贈与論――を組み込んだ内発的発展モデルのよ

うにも思える。「国是」ではなく「郡是」を重ん

じ、「生きる」・「はたらく」・「暮らす」を統合し

たコミュニティを産業ネットワークによってつ

くり上げたグンゼ株式会社のヒューマニズム。

そして生物多様性と自然共生を重んじ、「太陽」

と「水」と「大地」が人間にとっての富の源泉

と考える大本教のコスモロジー。ここには明ら

かに「シェア」の概念が存在し、相互扶助経済

平成27年度ＪＡ共済総研セミナー（平成28年３月11日開催）後編 
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のようなものが機能しているように思える。

「閉じて開く」という運動と、そのバランスの

とり方も、このようなメンタリティが深く関係

しているように思えてならない。さらに、この

テーマは「資本」と「富
ふ

本
ほん

」の議論にもつなが

っている。なぜなら自然と人間の協働により形

成されるものだけが「富本」になるからである。

その意味において、土地は生産の要素ではなく

経済以前のものであり、土地にはそこで活動す

る生物すなわち生命も含まれる。そこにあるも

のは自然という大きな枠組みのなかで万人にシ

ェアされているのである。したがって資本主義

的な利用には適さないのである。 

 この「シェア」の概念は、コミュニティ経済

あるいは相互扶助経済を構想するにあたり大切

な要素になるものと思える。それはまた、少子

高齢人口減少時代に突入する日本の未来の産業

構造のあり方を考えるうえにおいても、ますま

す重要なキー概念となるだろう。人口減少をと

もなう高齢社会では――たとえ技術革新が進展

しようとも――以下の３つの理由により国内マ

ーケットは縮小せざるを得ない。ひとつには、

加齢による身体の衰えは人間の行動範囲を縮小

する。さらに、収入の多くを年金に依存せざる

を得ない状況では財布の紐も堅くなる。そして

最後に、人間は誰しも――あくまで一般論とし

てではあるが――加齢とともにエネルギー摂取

量は減りモノへの執着も薄れていくため、日常

の消費行動は鈍化する。したがって、これまで

の企業戦略やマーケティング理論では解けない

課題を産業界は抱えることになり、資本主義的

な市場の限界に直面することになる。 

 いま注目されているのはクリエイティング・

シェアード・バリュー（Creating Shared 

Value：共有価値創造。以下CSV）という経営

理念である。それは企業の利益と社会的課題の

解決を両立させることによって社会貢献を目指

すという概念であり、この実現のためには多く

のステークホルダーや新たなパートナーとも価

値を共有し、協働することで目的を達成しよう

とするものである。したがって、ここにも「閉

じて開く」という運動をみることができる。そ

もそも企業は「閉じた」存在であるが、昨今は

「開く」ための研究が盛んである。それは「企

業の社会的役割」もしくは「社会的存在として

の企業」の再評価であり、古くはピーター・ド

ラッカーがその概念を語り、近年ではマイケ

ル・ポーターが『経済的価値と社会的価値を同

時実現する～共通価値の戦略』
３

においてCSVと

して具体化したものである。 

 古来、日本人の暮らしには“商業ネットワー

ク”による相互扶助経済が内包されていた。ま

さに綾部市のように、小商いのバリューチェー

ンが形成されて――相補的に――リスク分散を

図りながら「三方良し」の社会（経済ではない）

をつくり出していた。しかし今日では、経済の

グローバル化にともなう物理的規模の拡大や国

際的な緊張関係もあって、いつしか主要産業は

国家的な役割を担うことになった。また一方で

は、多国籍企業という空間を超越した組織体が

形成されて、彼らは大地から離脱していった。

いずれにしても「開いて」いったのである。こ

れをもって「商い」といえるのか、甚だ疑問で

ある。そもそも産業と労働は暮らしの一部でも

あるのだから、たとえグローバルに事業を展開

していようとも地に足がついていなければなら

ない。いまや産業界においても「閉じて開く」

のバランスが重要なテーマになりはじめたとい

っていいだろう。 

 「自然と人間の共生」という耳慣れたフレー

ズも、この「閉じて開く」バランスに対してよ

り意識的になることで、“折り合いをつける”こ

ととは異なる響きが生まれるのではないだろう

か。より深く身をかがめるからこそ、より高く

跳躍することができる。公開研究会での議論を

振り返って、そのように感じるのである。 

３ Michael E. Porter,Mark R. Kramer「経済的価値と社会的価値を同時実現する 共通価値の戦略」『Harvard 

business review』36（６）（通号273）2011年６月 pp.８～31 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /FGGyoshoLC-M
    /FGHeiseiKakuGothic-W3
    /FGHeiseiKakuGothic-W5
    /FGHeiseiKakuGothic-W7
    /FGHeiseiKakuGothic-W9
    /FGHeiseiMincho-W3
    /FGHeiseiMincho-W5
    /FGHeiseiMincho-W7
    /FGHeiseiMincho-W9
    /FGKyokashoNT-M
    /FGMaruGothicCa-B
    /FGMaruGothicCa-L
    /FGPGyoshoLC-M
    /FGPHeiseiKakuGothic-W3
    /FGPHeiseiKakuGothic-W5
    /FGPHeiseiKakuGothic-W7
    /FGPHeiseiKakuGothic-W9
    /FGPHeiseiMincho-W3
    /FGPHeiseiMincho-W5
    /FGPHeiseiMincho-W7
    /FGPHeiseiMincho-W9
    /FGPKyokashoNT-M
    /FGPMaruGothicCa-B
    /FGPMaruGothicCa-L
    /HGGothicEPRO
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2001
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <FEFF77f35c7153705237300000580050002000430054005075280020005600650072002e00200031002e0030003630005143306f0020005000440046002f0058002d00310061000d30c030a630f330b530f330d730eb309230aa30d5000d57cb30818fbc307f79816b62306e30d530a930f330c8306f57cb30818fbc307e306a3044000d004400467cfb004400480050003430d530a930f330c8300157cb30818fbc307f79816b62000d00500044004630d530a130a430eb5185306b8a2d5b9a30924fdd5b583059308b>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


